
1 月 7 日、第 11 回仙北市新春書き初め大会が角館交流センターで開催
され、角館高校書道部によるパフォーマンスが参加者を魅了しました。

毎月 2 回　1 日・16 日発行

http://www.city.semboku.akita.jp/

一筆にかける思い



《第１分団》田沢（春山を除
く）・ 高野・高原

《第２分団》潟・春山・石神・
中生保内・ 武蔵野

《第３分団》宿・向生保内・
刺巻

《第４分団》神代
《第５分団》西明寺
《第６分団》桧木内
《第７分団》角館
《第８分団》白岩
《第９分団》雲沢
《第10分団》中川

式辞を述べる門脇光浩市長。

消防団員の決意も新たに

　

１
月
６
日
、
仙
北
市
消
防
出
初
式
が
開

催
さ
れ
、
市
消
防
団
員
に
よ
る
分
列
行
進

と
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
先
立
ち
、
仙
北
市
役
所
田
沢
湖

庁
舎
前
駐
車
場
に
消
防
団
の
団
員
た
ち
が

集
合
し
、
式
典
会
場
の
仙
北
市
民
会
館
を

目
指
し
て
分
列
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

　

沿
道
で
は
、
行
進
を
楽
し
み
に
し
て
い

た
市
民
が
熱
い
声
援
を
送
っ
た
り
、
旗
を

振
っ
た
り
す
る
光
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
仙
北
市
民
会
館
到
着
後
は
、
駐

車
場
で
各
分
団
の
観
閲
や
餅
ま
き
な
ど
が

行
わ
れ
、
多
く
の
市
民
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
門
脇
光
浩
市
長
が
「
昼
夜

関
わ
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
か
ら
市
民
の

生
命
・
財
産
を
守
り
、
最
前
線
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
消
防
団
の
皆
さ
ん
の
職
務
に
感

謝
す
る
。
昨
年
、
仙
北
市
で
初
め
て
開
催

さ
れ
た
秋
田
県
総
合
防
災
訓
練
で
は
、
日

頃
の
訓
練
の
成
果
や
団
員
の
結
束
力
が
示

さ
れ
た
と
思
う
。
今
後
も
防
災
・
減
災
対

策
の
要
と
な
っ
て
い
た
だ
き
、
今
年
１
年
、

無
事
故
無
火
災
と
な
る
よ
う
祈
念
す
る
」

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
佐
々
木
久
悦
仙
北
市
消
防
団
長

が
「
昨
年
の
秋
田
県
総
合
防
災
訓
練
は
、

大
変
意
義
深
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
団
員
に

は
、
今
後
も
無
火
災
を
目
指
し
、
日
頃
の

訓
練
を
怠
る
こ
と
な
く
、
市
民
の
負
託
に

応
え
て
も
ら
い
た
い
」
と
訓
示
を
述
べ
ま

し
た
。

無
事
故
無
火
災
を
祈
る

今
年
の
受
章
者
は
次
の
方
々
で
す
。

（
敬
称
・
階
級
略
）

【
有
功
章
】

▼
松
橋
広
（
第
１
分
団
）
▼
一
戸
則

雄
（
第
２
分
団
）
▼
稲
田
明
（
第
２

分
団
）
▼
千
葉
雄
清
（
第
２
分
団
）

▼
佐
藤
誠
進
（
第
４
部
団
）
▼
武
藤

良
浩
（
第
６
分
団
）

【
永
年
勤
続
功
労
章
（
40
年
以
上
勤

続
）】

▼
草
彅
良
孝
（
第
８
分
団
）

【
永
年
勤
続
章
（
35
年
以
上
勤
続
）】

▼
林
崎
久（
本
部
）▼
佐
藤
操（
本
部
）

▼
沢
野
壽
（
第
７
分
団
）
▼
髙
橋
芳

弘
（
第
８
分
団
）
▼
田
口
喜
藏
（
第

10
分
団
）

【
永
年
勤
続
章
（
30
年
以
上
勤
続
）】

▼
鈴
木
誠
栄
（
第
１
分
団
）
▼
田
口

桂
（
第
２
分
団
）
▼
小
原
幸
一
（
第

３
分
団
）
▼
津
嶋
重
利
（
第
４
分
団
）

▼
佐
藤
智
（
第
５
分
団
）
▼
藺
藤
博

行
（
第
５
分
団
）
▼
佐
藤
庄
誠
（
第

５
分
団
）
▼
浅
利
昭
人
（
第
６
分
団
）

▼
田
中
昭
男
（
第
６
分
団
）
▼
髙
橋

弘
（
第
７
分
団
）
▼
石
郷
岡
秀
雄
（
第

９
分
団
）
▼
永
山
明
（
第
９
分
団
）

▼
中
沢
忠
春
（
第
９
分
団
）
▼
鈴
木

正
彦
（
第
10
分
団
）
▼
戸
澤
信
彦
（
第

10
分
団
）
▼
鈴
木
一
彦
（
第
10
分
団
）

▼
髙
橋
純
正
（
第
10
分
団
）
▼
藤
原

繁
（
第
10
分
団
）

【
永
年
勤
続
章
（
25
年
以
上
勤
続
）】

▼
田
口
守
（
本
部
）
▼
堀
川
義
仁
（
第

１
分
団
）
▼
山
手
昭
治
（
第
２
分
団
）

▼
荒
木
田
憲
治
（
第
３
分
団
）
▼
田

口
和
美（
第
３
分
団
）▼
門
脇
善
寛（
第

４
分
団
）
▼
佐
藤
俊
美
（
第
４
分
団
）

▼
佐
藤
勇
栄
（
第
４
分
団
）
▼
藤
原

利
彦
（
第
４
分
団
）
▼
赤
倉
充
（
第

５
分
団
）
▼
佐
藤
一
美
（
第
５
分
団
）

▼
若
松
金
男
（
第
６
分
団
）
▼
中
村

和
好
（
第
６
分
団
）
▼
村
上
正
樹
（
第

６
分
団
）
▼
新
山
博
毅
（
第
７
分
団
）

▼
安
杖
功（
第
９
分
団
）▼
仙
波
覚（
第

10
分
団
）

【
永
年
勤
続
章
（
20
年
以
上
勤
続
）】

▼
堀
内
新
平
（
第
１
分
団
）
▼
丑
澤

司
（
第
２
分
団
）
▼
池
田
茂
男
（
第

２
分
団
）
▼
千
葉
和
幸
（
第
２
分
団
）

▼
千
葉
博
樹
（
第
２
分
団
）
▼
松
田

吉
生
（
第
２
分
団
）
▼
草
彅
賢
一
（
第

３
分
団
）
▼
髙
橋
敦
（
第
４
分
団
）

▼
髙
橋
学
（
第
10
分
団
）

【
永
年
勤
続
特
別
功
労
章
】

▼
荒
木
田
俊
一
（
本
部
）
▼
田
口
志

良
（
第
２
分
団
）

【
功
労
章
】

▼
工
藤
正
美
（
第
５
分
団
）
▼
橋
本

正
雄
（
第
６
分
団
）
▼
布
谷
和
好
（
第

６
分
団
）
▼
安
達
政
治
（
第
７
分
団
）

▼
鈴
木
泰
昌
（
第
９
分
団
）
▼
戸
澤

一
広
（
第
10
分
団
）

【
功
績
章
】

▼
古
郡
稔
（
第
４
分
団
）
▼
猪
本
交

幸
（
第
５
分
団
）
▼
齋
藤
博
栄
（
第

５
分
団
）
▼
佐
藤
晶
久
（
第
６
分
団
）

▼
千
葉
佳
直
（
第
７
分
団
）
▼
草
彅

隆
幸
（
第
８
分
団
）
▼
加
羽
博
（
第

８
分
団
）
▼
佐
藤
直
也
（
第
８
分
団
）

▼
黒
山
忍
（
第
９
分
団
）
▼
安
杖
信

一
（
第
９
分
団
）
▼
後
藤
真
直
（
第

９
分
団
）

【
無
火
災
分
団
】

《
２
年
間
無
火
災
》
▼
第
６
分
団

《
１
年
間
無
火
災
》
▼
第
１
分
団
▼
第

４
分
団
▼
第
５
分
団
▼
第
７
分
団

【
優
良
分
団
】

《
支
部
訓
練
大
会
３
位
》
▼
第
10
分
団

《
市
訓
練
大
会
準
優
勝
》
▼
第
９
分
団

《
同
第
３
位
》
▼
第
８
分
団

【
感
謝
状
】

▼
髙
橋
博
紀
▼
山
手
善
美
▼
鈴
木
博

▼
髙
田
正
徳
▼
武
藤
章
▼
山
尾
隆
▼

黒
澤
文
喜

【
勤
続
章
（
10
年
以
上
勤
続
）】

▼
千
葉
稔
（
第
１
分
団
）
▼
羽
根
川

裕
太
（
第
１
分
団
）
▼
太
田
智
和
（
第

３
分
団
）▼
佐
藤
登
士
行（
第
５
分
団
）

▼
浅
利
日
出
男
（
第
６
分
団
）
▼
髙

村
徳
和（
第
８
分
団
）▼
千
葉
信
宏（
第

８
分
団
）
▼
辻
博
文
（
第
９
分
団
）

【
精
勤
章
（
７
年
以
上
勤
続
）】

▼
草
薙
一
紀
（
第
１
分
団
）
▼
大
月

孝
（
第
２
分
団
）
▼
高
橋
和
平
（
第

２
分
団
）
▼
田
口
隆
浩
（
第
２
分
団
）

▼
石
橋
誠
（
第
３
分
団
）
▼
羽
根
川

光
彰
（
第
３
分
団
）
▼
田
村
勉
（
第

３
分
団
）
▼
田
村
和
浩
（
第
３
分
団
）

▼
三
浦
光
洋
（
第
４
分
団
）
▼
藤
川

悟
志
（
第
４
分
団
）
▼
芳
賀
勉
（
第

４
分
団
）
▼
村
上
純
男
（
第
４
分
団
）

▼
佐
藤
治
栄
（
第
４
分
団
）
▼
伊
藤

雅
人
（
第
４
分
団
）
▼
橋
本
諒
（
第

６
分
団
）
▼
小
松
正
（
第
７
分
団
）

▼
佐
藤
勝
寛
（
第
９
分
団
）
▼
佐
藤

正
人
（
第
９
分
団
）
▼
船
木
基
行
（
第

９
分
団
）
▼
伊
藤
一
紀
（
第
９
分
団
）

▼
小
林
琢
磨
（
第
10
分
団
）
▼
青
山

大
輔
（
第
10
分
団
）

【
精
績
章
（
３
年
以
上
勤
続
）】

▼
羽
根
川
俊
巳
（
第
１
分
団
）
▼
松

橋
毅
（
第
１
分
団
）
▼
田
口
直
人
（
第

１
分
団
）
▼
田
口
大
樹
（
第
２
分
団
）

▼
荒
木
田
祐
太
郎
（
第
３
分
団
）
▼

藤
川
篤
（
第
４
分
団
）
▼
高
橋
洋
（
第

４
分
団
）▼
菅
原
真
之
介（
第
４
分
団
）

▼
佐
藤
雅
範
（
第
５
分
団
）
▼
阿
部

貴
大
（
第
６
分
団
）
▼
梅
澤
俊
三
（
第

７
分
団
）
▼
上
藤
良
太
（
第
７
分
団
）

▼
戸
澤
潤
（
第
７
分
団
）
▼
水
平
隆

行
（
第
10
分
団
）

日頃のご尽力に対し、各章の表彰が行われ
ました。

仙北市消防出初式

新入団員の紹介では、全員が登壇して敬礼しま
した。

秋
田
県
知
事
表
彰

仙
北
市
長
表
彰

秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰

大
仙
仙
北
美
郷
支
部
長
表
彰

仙
北
市
消
防
団
長
表
彰
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心
温
ま
る
お
も
て
な
し
に
笑
顔

　

１
月
１
日
、
市
内
の
Ｊ
Ｒ
各
駅
で
、

元
旦
の
新
幹
線
利
用
客
に
対
す
る
歓

迎
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
田
沢
湖
駅
で
は
、
龍
神
太
鼓

が
利
用
客
を
賑
や
か
に
出
迎
え
、
駅

構
内
で
は
お
酒
や
山
の
芋
鍋
な
ど
が

振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
角
館
駅

で
は
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
お
梅
ち
ゃ
ん
、

福
松
く
ん
」
が
出
迎
え
、
駅
前
蔵
で

は
観
光
案
内
の
ほ
か
、
お
酒
や
漬
け

物
、
内
陸
線
の
タ
イ
ア
ッ
プ
企
画
で

バ
タ
ー
餅
が
振
る
舞
わ
れ
、
温
か
い

　元旦におもてなし歓迎イベント

お
も
て
な
し
を
受
け
た
帰
省
客
や
観

光
客
は
一
緒
に
写
真
を
撮
っ
た
り
、

お
酒
を
味
わ
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

JR 角館駅では、出迎えたお梅ちゃん、福松くんと
一緒に利用客が記念撮影する姿が見られました。

幻
想
的
な
光
で
魅
了

　

12
月
23
日
か
ら
25
日
の
３
日
間
、

田
沢
湖
駅
前
広
場
を
活
用
し
、
駅
前

の
活
性
化
を
目
指
す
「
こ
ま
ち
の
会
」

が
、
冬
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
駅
前

に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
手
作
り
ろ

う
そ
く
を
灯
し
ま
し
た
。

　

こ
ま
ち
の
会
は
、
こ
れ
ま
で
花
植

え
や
夏
ま
つ
り
を
実
施
す
る
な
ど
、

駅
前
の
活
性
化
に
向
け
精
力
的
に
イ

ベ
ン
ト
を
仕
掛
け
て
き
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
と
も
重

な
り
、
幻
想
的
な
雰
囲
気
の
中
、
道

　田沢湖駅前にイルミネーション

行
く
人
や
田
沢
湖
駅
の
利
用
客
な
ど

が
、手
作
り
ろ
う
そ
く
や
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
光
に
見
と
れ
て
い
ま
し
た
。

幻想的なイルミネーションは 3 月まで点灯してい
ます。田沢湖駅近くまでいらした際は、ぜひお立
ち寄りください。

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

え
る
大
切
さ
」
が
大
曲
税
務
署
長
賞
を

受
賞
し
、
12
月
14
日
、
大
曲
税
務
署
の

笠
秀
則
署
長
が
角
館
中
学
校
を
訪
れ
、

表
彰
状
を
伝
達
し
ま
し
た
。
ま
た
、
仙

北
市
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞
を
受

賞
し
た
沼
田
愛
佳
さ
ん
（
西
明
寺
中
３

年
）
に
、
仙
北
市
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
の
髙
橋
達
会
長
が
西
明
寺
中
学
校
を

訪
れ
、
表
彰
状
を
伝
達
し
ま
し
た
。

◇
税
に
関
す
る
習
字

　

小
学
生
を
対
象
に
、
仙
北
市
納
税
貯

蓄
組
合
連
合
会
で
募
集
し
て
い
た
「
税

に
関
す
る
習
字
」
で
、
西
宮
理
央
さ
ん

（
角
館
小
２
年
）
の
作
品
が
最
優
秀
賞

に
選
ば
れ
、
12
月
15
日
、
仙
北
市
納
税

貯
蓄
組
合
連
合
会
の
髙
橋
達
会
長
が
角

館
小
学
校
を
訪
れ
、
表
彰
状
を
伝
達
し

ま
し
た
。

◇
税
に
つ
い
て
の
作
文

　

国
税
庁
と
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
が
共
催
で
募
集
し
て
い
た
「
税
に
つ

い
て
の
作
文
」
で
、鈴
木
彩
乃
さ
ん
（
角

館
中
３
年
）
の
作
品
「
税
に
つ
い
て
考

税
へ
の
関
心
を
持
ち
、
正
し
い
理
解
を
深
め
よ
う

税
に
つ
い
て
の
作
文
・
税
に
関
す
る
習
字
で
入
選

左から角館小学校の田口桂一郎校長、西宮
理央さん、仙北市納税貯蓄組合連合会の髙
橋達会長。

左から角館中学校の佐藤心一校長、仙北市納税貯蓄組合連合
会の髙橋達会長、鈴木彩乃さん、大曲税務署の笠秀則署長。

左から仙北市納税貯蓄組合連合会の髙橋達
会長、沼田愛佳さん、西明寺中学校の高橋
智弘校長。

健
康
体
操
で
元
気
な
体
を

　

11
月
10
日
か
ら
１
月
12
日
ま
で
の

期
間
、
５
回
に
わ
た
り
市
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
い
き
い
き
元
気

ア
ッ
プ
教
室
」
が
西
木
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
お
お
む
ね
65
歳
以

上
の
方
々
を
対
象
に
、
介
護
状
態
の

予
防
を
目
的
に
、
い
つ
ま
で
も
元
気

で
生
活
で
き
る
よ
う
に
効
果
的
な
運

動
を
指
導
す
る
も
の
で
す
。

　

講
師
に
は
、
健
康
運
動
指
導
士
の

黒
田
恵
美
子
先
生
を
迎
え
、
腰
痛
予

　いきいき元気アップ教室

防
や
肩
こ
り
解
消
の
体
操
、
ジ
ワ
ジ

ワ
血
流
を
ア
ッ
プ
す
る
全
身
運
動
な

ど
、
参
加
者
は
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
、
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

手軽にできる運動で、参加者は和気あいあい
と健康づくりに励んでいました。

雪
下
ろ
し
作
業
は
慎
重
に

　

安
全
な
雪
下
ろ
し
の
普
及
を
図
る

た
め
、
県
・
仙
北
市
合
同
主
催
の
「
雪

下
ろ
し
技
能
講
習
会
」
が
12
月
14
日
、

神
代
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

市
民
や
事
業
所
か
ら
50
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
仙
北
警
察
署
や
大
曲
仙
北

建
設
技
能
組
合
連
合
会
に
よ
る
講
話

に
引
き
続
き
、
大
曲
広
域
消
防
本
部

角
館
消
防
署
の
救
助
隊
が
、
簡
単
で

解
け
に
く
い
命
綱
の
結
び
方
な
ど
を

詳
し
く
説
明
し
ま
し
た
。

　

昨
年
県
内
で
は
、
雪
害
事
故
が
94

　雪下ろし技能講習会で安全学ぶ

件
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
55

件
は
屋
根
の
雪
下
ろ
し
な
ど
に
よ
る

高
所
か
ら
の
転
落
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
く
れ
ぐ
れ
も
雪
下
ろ
し
の
際
は
、

慎
重
な
作
業
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

大曲広域消防本部角館消防署の救助隊
員による簡単で解けにくい命綱の講習
はとてもためになり、参加者は真剣な面
持ちで聞いていました。

　

１
月
４
日
か
ら
６
日
ま
で
の
３
日
間
に

わ
た
り
「
角
館
キ
ッ
ズ
学
び
ぃ
教
室
」
が

角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
楽
し
い
学
習
オ
タ
ス
ケ

マ
ン
の
会
（
菅
原
正
五
郎
会
長
）
が
、
子

ど
も
た
ち
の
自
学
自
習
を
支
援
し
よ
う
と

夏
冬
の
長
期
休
み
に
開
催
し
て
い
る
も
の

で
、
３
日
間
で
市
内
外
の
小
・
中
学
生
が

１
０
8
人
参
加
し
ま
し
た
。
現
職
や
退
職

し
た
先
生
、
市
民
た
ち
が
「
オ
タ
ス
ケ
マ

ン
」
に
、地
元
の
高
校
生
が
「
フ
レ
ッ
シ
ュ

オ
タ
ス
ケ
マ
ン
」
と
な
っ
て
、
子
ど
も
た

ち
の
勉
強
を
お
手
伝
い
し
ま
し
た
。
参
加

し
た
子
ど
も
た
ち
は
「
問
題
の
解
き
方
が

わ
か
り
や
す
い
」「
他
校
の
友
達
と
勉
強

で
き
て
楽
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

角
館
キ
ッ
ズ
学
び
ぃ
教
室

オ
タ
ス
ケ
マ
ン
が
子
ど
も
た
ち
を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト

フレッシュオタスケマンとして参加した大曲高
校 2 年の関里音さん（左から 2 番目）は「教え
方が難しいと思ったけど、理解してもらえた。
機会があれば次回も参加したい」と話しました。

白寿を迎えられた佐藤キクヱさん（右から 2 番目）。
これからも元気でお過ごしください。

　白寿を迎えられた佐藤キクヱさん
に、1 月 6 日、仙北市からお祝いと
花束が贈呈されました。

白寿のお祝い
おめでとうございます

「学びぃ教室」は毎
回参加する子ども
たちに大人気です。
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2月

3月

各会場の初日の午前中は特に混雑しますので、

待ち時間が長くなることをご了承ください。

また、3 月 8 日以降は大変混み合うことが予

想されますので、早めの相談をお願いします。

対象地区ごとに日数を調整しています。

なるべく該当される地区の相談会場での申告を

お願いします。

平成 28 年度市県民税　申告相談日程表

7

6

14

13

21

28

8

7

15

14

22

29

9

8

15

16

23

1

日

日

月

月

火

火

水

水

木

木

金

金

土

土

12

11

19

26

4

6

13

12

20

27

5

52/

3/

11

10

18

25

3

10

9

17

24

2

 9:00 から

16:00 まで

 9:00 から

16:00 まで

 9:00 から

16:00 まで

 9:00 から

16:00 まで

 9:00 から

16:00 まで

 9:00 から

16:00 まで

 9:00 から

11:30 まで

 9:00 から

16:00 まで

 9:00 から

16:00 まで

 9:00 から

11:30 まで

 9:00 から

16:00 まで

 9:00 から

16:00 まで

 9:00 から

16:00 まで

 9:00 から

16:00 まで

 9:00 から

16:00 まで

 9:00 から

16:00 まで

 9:00 から

11:30 まで

 9:00 から

11:30 まで

9:00 から

11:30 まで

 9:00 から

15:00 まで

 9:00 から

16:00 まで

 9:00 から

16:00 まで

 9:00 から

16:00 まで

 9:00 から

16:00 まで

 9:00 から

16:00 まで

 9:00 から

16:00 まで

 9:00 から

16:00 まで

 9:00 から

16:00 まで

 9:00 から

16:00 まで

 9:00 から

16:00 まで

 9:00 から

11:30 まで

 9:00 から

16:00 まで

 9:00 から

15:00 まで

対象地区

対象地区

対象地区

対象地区

対象地区

対象地区

対象地区

相談会場

相談会場

相談会場

相談会場

相談会場

相談会場

相談会場

田沢地区全域

上桧木内地区全域

雲沢地区

雲沢地区西明寺地区

神代地区全域

桧木内地区全域

角館町内全域

中川地区 白岩地区

西明寺地区

生保内地区全域

角館町内全域

田沢交流センター

紙風船館

雲沢集落センター

田沢湖総合開発センター

角館交流センター

神代就業改善センター

桧木内公民館

角館交流センター

中川集落センター 白岩集落センター 雲沢集落センター西木総合開発センター

西木総合開発センター

実施しません

実施しません実施しません

実施しません

実施しません

実施しません

実施しません

忘れずに申告しましょう

市県民税の申告は

3月15日（火）まで
平成28年1月1日現在、仙北市にお住いの方は、仙北市に前年（平成27年1月1日から12月31日

まで）の収入状況を申告しなければなりません。申告書用紙は1月下旬から税務課（田沢湖庁舎）、各

地域センターや出張所の窓口に備えていますので、3月15日火 までに申告してください。

なお、2月5日金 から3月15日火 まで申告相談日を設けますので、ご利用ください。

※申告相談は本人の自己申告を元に申告書の作成、相談に応じるものです。必要な資料等をお持ちいただけない場合には申告書

を作成できないことがあります。

　
給
与
や
年
金
※

の
ほ
か
に
、
農
業
や

事
業
を
営
ん
で
い
る
方
や
、
家
賃
・

地
代
・
小
作
料
・
受
取
保
険
金
・
譲

渡
所
得
（
土
地
、
家
屋
を
売
っ
た
方
）

な
ど
の
収
入
が
あ
る
方
は
申
告
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
申
告
を
し
な
い
と
、
公
営
住

宅
入
居
・
児
童
手
当
・
保
育
園

入
園
・
公
的
年
金
・
事
業
資
金

の
融
資
等
の
申
請
に
必
要
な
住

民
税
の
課
税
・
非
課
税
証
明
書

の
交
付
や
、
国
民
健
康
保
険
税

の
軽
減
制
度
が
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
非
課
税
年
金
（
障
害

年
金
、
遺
族
年
金
等
）
受
給
者

に
つ
い
て
も
申
告
が
必
要
で
す
。

※
公
的
年
金
等
に
係
る
確
定
申
告
不
要
制
度

　
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額
が

４
０
０
万
円
以
下
で
、
か
つ
公
的
年
金
等

に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
が
20
万
円
以

下
で
あ
る
場
合
に
は
、
税
務
署
へ
の
確
定

申
告
が
不
要
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
市
県

民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
申
告
書
用
紙
の
事
前
送
付
は
し
て

い
ま
せ
ん
。
市
役
所
各
庁
舎
窓
口
に

備
え
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）。

　
農
業
や
事
業
を
営
ん
で
い
る
方
で

青
色
申
告
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、
申

告
相
談
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
直
接
税

務
署
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

① 

税
務
署
に
確
定
申
告
を
提
出
す
る
方

② 

給
与
収
入
の
み
で
勤
務
先
か
ら
給

与
支
払
報
告
書
が
税
務
課
に
提
出

さ
れ
て
い
る
方
（
た
だ
し
、
各
種

控
除
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る

方
は
除
き
ま
す
）

問合せ　税務課  ☎ 43-1117

申
告
が
必
要
な
方

申
告
書
用
紙
に
つ
い
て

次
の
方
は
原
則
申
告
が

必
要
あ
り
ま
せ
ん

① 

印
鑑

② 

収
入
額
等
を
証
明
す
る
も
の

○ 

給
与
所
得
者
や
年
金
受
給
者

は
、
源
泉
徴
収
な
ど
の
収
入
が

明
ら
か
と
な
る
も
の

○ 

事
業
所
得
者
は
、
領
収
書
、
収

支
計
算
書
や
帳
簿
類

○ 

そ
の
他
の
所
得
が
あ
る
方
は
、

収
入
額
を
証
明
す
る
も
の
や
必

要
経
費
が
わ
か
る
も
の

③ 

各
種
控
除
の
適
用
を
受
け
る

際
の
証
明
と
な
る
も
の

○ 

医
療
費
（
集
計
し
て
き
て
く
だ

さ
い
）、
寄
付
金
の
領
収
書

○ 

健
康
保
険
料
、
介
護
保
険
料
の

領
収
書
等

○ 

国
民
年
金
保
険
料
、生
命
保
険
料
、

地
震
保
険
料
等
の
控
除
証
明
書

○ 

障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
学

生
証
等
の
証
明
書

○ 

医
師
等
が
発
行
す
る
証
明
書

　（
お
む
つ
を
使
う
必
要
が
あ
る
方
）

○ 

福
祉
事
務
所
で
発
行
す
る
認
定

書
（
寝
た
き
り
等
に
よ
る
介
護

を
要
す
る
方
）

※
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
場
合
は
、「
源

泉
徴
収
票
」
と
「
各
種
領
収
書
等
」
の

添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
無

い
場
合
は
還
付
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の

で
、
必
ず
事
業
所
等
よ
り
交
付
を
受
け

て
か
ら
申
告
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
還
付
金
は
、
口
座
振
込
に
な
り
ま

す
の
で
ご
指
定
さ
れ
る
金
融
機
関
口
座

が
わ
か
る
も
の
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

●  ●  ●  ●  ●  ●  ●

●  ●  ●  ●  ●  ●  ●

収
入
が
全
く
な
い
方
も

申
告
の
必
要
が
あ
り
ま
す

▼

▼

▼
▼

申
告
相
談
に
持
参
す
る
も
の

(例)
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パ
　

仙
北
市
の
行
政
運
営
の
総
合
的
な
指
針

と
な
る
第
２
次
総
合
計
画（
案
）
に
つ
い

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト（
意
見
募
集
）を
実
施
し
ま
す
。

●
募
集
期
間
／
１
月
22
日 

金 

～
２
月
５

日 

金 

必
着

●
資
料
閲
覧
場
所
／
定
住
対
策
推
進
室
、

各
地
域
セ
ン
タ
ー
、
各
出
張
所
、
仙
北

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

●
意
見
の
募
集
対
象
者
／

◎
仙
北
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

◎
仙
北
市
内
に
勤
務
、
在
学
す
る
方

◎
仙
北
市
内
に
事
務
所
や
事
業
所
を
有
す

る
個
人
、
法
人
、
そ
の
他
の
団
体

●
意
見
の
提
出
方
法
／
所
定
の
記
入
用
紙

ま
た
は
任
意
様
式
に
よ
り
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
市
外
の
方
で
勤
務
地

等
が
市
内
の
場
合
は
勤
務
先
等
を
明
記

の
う
え
、
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

●
提
出
・
問
合
せ
先
／

　

仙
北
市
総
務
部  

定
住
対
策
推
進
室

　

〒
０
１
４-

１
２
９
８

　

仙
北
市
田
沢
湖
生
保
内
字
宮
ノ
後
30

　

☎（
43
）３
３
１
５   

FAX（
43
）１
３
０
０

　

E-m
ail   teijyu@

city.sem
boku.akita.jp

　

冬
期
間
は
、
場
内
の
除
雪
作
業
に
よ
り
ゴ
ミ
の
搬
入
を
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
安
全
確
保
の
た
め
の
作
業
で
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
特
に
降

雪
量
の
多
い
日
は
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
お
い
で
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
せ
／
市
民
生
活
課
環
境
保
全
係（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）３
３
０
８

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

（
意
見
募
集
）を
し
ま
す

第
２
次
仙
北
市
総
合
計
画（
案
）

環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
や
各
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
を

ご
利
用
さ
れ
る
方
へ

夜
　

日
中
、
仕
事
な
ど
で
市
税
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、
夜
間
納
税

窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　

ま
た
、
諸
事
情
に
よ
り
市
税
を
納
め
る

こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め
に
納
税
相
談
窓

口
も
併
せ
て
開
設
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／

   

１
月
29
日 

金   

17
時
15
分
～
19
時

※
開
設
時
間
に
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
事

前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
場
所
／
税
務
課（
田
沢
湖
庁
舎
）、角
館
・

西
木
地
域
セ
ン
タ
ー

●
問
合
せ
／
税
務
課（
田
沢
湖
庁
舎
）

　

☎（
43
）１
１
１
７

【
平
成
28
年
２
月
１
日
納
期
限
の
税
目
】

◎
国
民
健
康
保
険
税（
普
通
徴
収
）・
第
７
期

◎
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
普
通
徴
収
）

　

・
第
７
期

　

口
座
振
替
も
納
期
限
と
同
日
で
す
の

で
、
前
日
ま
で
通
帳
の
残
高
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

※
納
税
に
は
口
座
振
替
が
便
利
で
安
心
で
す
。

各
金
融
機
関
ま
た
は
市
役
所
税
務
課
、
地
域

セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

間
納
税
窓
口
を

開
設
し
ま
す

●
業
務
内
容
／
保
育
業
務
全
般
に
従
事

●
勤
務
地
／
角
館
地
区
保
育
園

●
給
与
／

　

15
万
１
２
０
０
円
～
16
万
８
０
０
０
円

●
待
遇
／
社
会
保
険
、
通
勤
手
当
有

●
募
集
要
件
／
保
育
士
資
格
有

●
雇
用
期
間
／

①
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

②
平
成
28
年
４
月
１
日
～
平
成
28
年
９
月

30
日

（
①
②
と
も
に
契
約
更
新
の
可
能
性
あ
り
）

●
勤
務
時
間
／
７
時
30
分
か
ら
18
時
30
分

の
う
ち
原
則
７
時
間
45
分（
要
相
談
）

●
申
込
方
法
／
履
歴
書
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

か
ら
の
紹
介
状
を
子
育
て
推
進
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い（
郵
送
可
）。

●
選
考
方
法
／
面
接

●
問
合
せ
／
子
育
て
推
進
課（
西
木
庁
舎
）

　

☎（
43
）２
２
８
０

●
業
務
内
容
／
歯
科
診
療
所
業
務

●
職
種
／
歯
科
衛
生
士
、
歯
科
技
工
士
、

歯
科
助
手

●
勤
務
地
／
田
沢
湖
歯
科
診
療
所

●
募
集
人
数
／
若
干
名

●
雇
用
期
間
／
平
成
28
年
４
月
１
日
～　

平
成
29
年
３
月
31
日（
土
・
日
・
祝
日
、

12
月
29
日
～
１
月
３
日
を
除
く
）

●
勤
務
時
間
／
８
時
30
分
～
17
時
15
分

（
休
憩
１
時
間
）時
間
外
勤
務
あ
り

●
申
込
方
法
／
履
歴
書
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

か
ら
の
紹
介
状
を
１
月
29
日 

金 

17
時

ま
で
、
保
健
課（
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

内
）
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い（
郵
送
不

可
。
応
募
多
数
の
場
合
は
早
め
に
締
切

り
ま
す
）。

●
選
考
方
法
／
書
類
、
面
接

●
問
合
せ
／
保
健
課（
角
館
町
中
菅
沢
）

　

☎（
55
）１
１
１
２

時
職
員（
保
育
士
）を

募
集
し
ま
す

沢
湖
歯
科
診
療
所
臨
時

職
員
を
募
集
し
ま
す

臨

田

平
　

仙
北
市
で
は
、
生
活
雑
排
水
対
策
と
し

て
コ
ン
パ
ク
ト
で
設
置
が
容
易
な
合
併
処

理
浄
化
槽（
個
人
設
置
型
）
の
設
置
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
や
集
落
排
水
等
の
予
定
が
な
い

区
域
で
合
併
処
理
浄
化
槽（
生
活
雑
排
水

と
し
尿
を
処
理
）を
設
置
す
る
方
に
、
予

算
の
範
囲
内
で
費
用
の
一
部
を
補
助
金
と

し
て
交
付
し
ま
す
。
設
置
後
の
維
持
管
理

は
自
己
負
担
で
行
い
、
分
担
金
と
毎
月
の

成
28
年
度
中
に

浄
化
槽
設
置
を
予
定
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

使
用
料
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

　

設
置
を
予
定
し
て
い
る
方
は
、
お
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
下
水
道
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
浄
化
槽
事
業
は
、
予
算
の
範
囲
内
で
実

施
さ
れ
ま
す
の
で
、
予
算
執
行
の
状
況
に
よ

り
、
年
度
途
中
で
事
業
を
終
了
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

●
問
合
せ
／
下
水
道
課（
西
木
庁
舎
）

　

☎（
43
）２
２
９
６

　

12
月
16
日
、
秋
田
駒
ヶ
岳
・
秋
田
焼
山

火
山
防
災
協
議
会
に
よ
り
、
秋
田
駒
ヶ
岳

の
避
難
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
国
交
省
・
気
象
庁
・
岩

手
県
・
秋
田
県
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
自

治
体
の
ほ
か
、
自
衛
隊
や
広
域
消
防
本
部

お
よ
び
東
北
大
学
大
学
院
・
秋
田
大
学
の

教
授
を
含
む
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
、
約

９
か
月
間
の
協
議
を
重
ね
て
今
回
の
発
表

に
至
り
ま
し
た
。

　

避
難
計
画
に
は
、
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
に

田
駒
ヶ
岳
の
避
難
計
画
が

策
定
さ
れ
ま
し
た

応
じ
た
情
報
伝
達
、
避
難
対
象
地
域
、
避

難
経
路
等
に
つ
い
て
具
体
的
な
指
針
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
同
計
画
を
仙
北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
指
針
に
基
づ
く
地
域
防

災
計
画
の
周
知
徹
底
を
図
る
た
め
の
説
明

会
の
開
催
や
防
災
関
係
機
関
と
市
民
の
皆

さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
実
動
に
よ
る
避
難

訓
練
等
を
計
画
・
実
施
し
て
、
避
難
体
制

の
強
化
を
図
り
ま
す
。

●
問
合
せ
／
総
合
防
災
課（
田
沢
湖
庁
舎
）

　

☎（
43
）１
１
１
５

秋

▼ 10:00～12:00

▼ 13:00～16:00

献血日程

問合せ／保健課（角館町中菅沢）☎55-1112

場所 ワンダーモール

全血 /400ml 献血にご協力ください。

1／31日

問合せ　保健課（角館町中菅沢）　☎55-1112

平成27年3月～8月生まれの
お子さんと保護者の方を対象とした

2月2日火

1  ママ・パパと一緒～はじめて絵本
　  ▼  講師　JPIC 読書アドバイザー　吉川ひかる氏

2  赤ちゃんのスキンケアの話
　  ▼  保健師

絵本とスキンケアのお話と
お茶を飲みながら交流会

3月4日金

1  親子一緒に赤ちゃんヨガ
　  ▼  講師　ママと赤ちゃんサロン「はなはな」黒丸寿美子氏

2  赤ちゃんの救急法
　  ▼  講師　日本赤十字社秋田県支部　稲岡一枝氏

赤ちゃんヨガ実技、救急のお話と実技、
お茶を飲みながら交流会

親支援講座

参加者
募　集

1回目

2回目

申 込 み ／ 20組になり次第締め切ります。

場 　 所 ／ 健康管理センター

受付時間／ 9:30 ～ 9:40

終了時間／ 11:30頃

※託児があります。上のお子さん同伴可能です。

※資料や必要物品を準備の都合上、必ず申し込みをお願いします。

▼総務課　☎ 43-1111

▼田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎ 43-1147

ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

▼角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309

▼西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200

▼桧木内出張所（サポートセンター）　 ☎ 48-2001

▼上桧木内出張所（サポートセンター）　☎ 49-2159

▼田沢出張所（サポートセンター）　☎ 43-1351

▼神代出張所（サポートセンター）　☎ 43-1352

市 information
役所からのお知らせ

9 8Semboku  City  Public  Relations広報せんぼく



小
規
模
修
繕
等
契
約
希
望
者
の

新
規
登
録
と
登
録
更
新
受
付
を
行
い
ま
す

　

市
内
に
主
た
る
事
業
所
を
置
く
小
規
模
事

業
者
で
、
資
格
要
件
等
が
整
わ
な
い
た
め「
入

札
参
加
資
格
審
査
申
請
」
が
困
難
な
方
を
対

象
に
小
規
模
修
繕
等
契
約
希
望
者
の
受
付
を

し
ま
す
。

　

登
録
事
業
者
に
は
、
市
が
発
注
す
る
30
万

円
未
満（
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
を
含

ま
な
い
額
）の
小
規
模
修
繕
等
を
行
う
際
に
、

優
先
的
に
見
積
も
り
参
加
依
頼
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

 

【
年
度
前
受
付
期
間
】

　

２
月
１
日 

月 

～
３
月
31
日 

木 

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

※
こ
の
期
間
以
降
も
登
録
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

 

【
有
効
期
間
】

　

平
成
28
年
４
月
１
日
～
平
成
30
年
３
月
31
日

 

【
受
付
場
所
】

　

田
沢
湖
庁
舎
１
階 

契
約
検
査
室
ま
た
は
市

役
所
各
地
域
セ
ン
タ
ー
に
ご
提
出
く
だ
さ

い
。
持
参
、
郵
送
ど
ち
ら
で
も
結
構
で
す
。

 

【
申
請
方
法
】

◎
新
規
／
所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
明

記
し
、
添
付
書
類
を
添
え
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

◎
更
新
／
前
年
度
に
既
に
登
録
手
続
き
が
お

済
の
方
は
、
変
更
事
項
が
な
い
限
り
、
添

付
書
類
の
み
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 

【
申
請
要
件
】

①
仙
北
市
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
こ

と（
個
人
、
法
人
は
問
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

建
設
業
許
可
の
有
無
、
経
営
規
模
、
従
業

員
数
な
ど
は
問
い
ま
せ
ん
）。

②
成
年
被
後
見
人
、
被
保
佐
人
、
被
補
助
人
、

ま
た
は
破
産
者
で
復
権
を
得
て
い
な
い
方

で
な
い
こ
と
。

③
仙
北
市
競
争
入
札
参
加
者
資
格
に
登
録
さ

れ
て
い
な
い
こ
と（
既
に
仙
北
市
競
争
入
札

参
加
資
格
者
名
簿
に
登
録
済
み
で
、
別
会

社
名
義
ま
た
は
個
人
名
で
申
請
が
さ
れ
た

場
合
は
、
申
請
内
容
等
に
つ
い
て
お
問
い

合
わ
せ
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。

 

【
申
請
用
紙
取
得
方
法
】

　

契
約
検
査
室
ま
た
は
市
役
所
各
地
域
セ
ン

タ
ー
で
配
付
ま
た
は
仙
北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

 

【
そ
の
他
の
提
出
書
類
】

①
希
望
業
種
の
履
行
に
際
し
て
、
許
可
・
免

許
が
必
要
な
業
種
は
、
そ
れ
ら
を
受
け
て

い
る
場
合
の
み
申
請
で
き
ま
す
の
で
、
名

称
を
記
入
し
、
そ
れ
を
証
明
す
る
書
類
の

写
し
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

②
許
可
・
免
許
を
必
要
と
し
な
い
業
種
で
も
、

持
っ
て
い
る
資
格
等
を
証
明
す
る
書
類
の

写
し
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

③
仙
北
市
納
税
証
明
書（
申
請
時
点
で
滞
納
が

№ 修繕の種類 工事の例示

1 土木一式 道路（側溝等）、水路（護岸等）の修繕

2 建築一式 建物の修繕で種類が複数に及ぶもの

3 大工 大工、型枠、造作等

4 左官 左官、モルタル、吹付け等

5 屋根 屋根葺き等

6 電気 街路灯設置、照明設備等

7 管
空調設備、給排水、給湯設備、厨房設備、

衛生設備、ガス管配管、ダクト等

8 板金 板金加工取付等

9 ガラス ガラス加工取付

10 塗装 塗装等

11 防水
アスファルト防水、モルタル防水、シーリ

ング、シート防水等

12 内装仕上
天井仕上げ、壁張り、内装間仕切り、床仕

上げ、たたみ、ふすま、カーテン等

13 機械器具設置 各施設機械器具設備等設置、取付、修理

14 電気通信
通信線路設備、通信機械設置、放送機械設

置等

15 造園 植栽、伐採、公園設備、園路等

16 建具 サッシ、シャッター、金属製・木製建具等

17 消防施設 火災報知設備等

18 その他 上記にあてはまらないもの

な
い
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
）

④
法
人
の
場
合
は
商
業
登
記
簿
謄
本
の
写
し

（
３
か
月
以
内
に
発
効
の
も
の
）

 

【
問
合
せ
】

　

契
約
検
査
室（
田
沢
湖
庁
舎
）

　

☎（
43
）１
１
１
９

FISフリースタイルスキーワールドカップ（モーグル競技）開催までいよいよ1か月半となりました。
黒森山モーグルコース下部には建設を進めていた審判棟（ジャッジハウス）が完成し、今後はコースにコブやジャ
ンプ台を設営したり、フィニッシュエリア付近の会場準備が行われる予定です。
今号では、大会が行われる会場についてご紹介します。来場の際の参考にしてください。

会場入口の③総合案内テントでは大会公式プログラ
ムを販売します。プログラムを片手に自分のお気に
入りの選手を応援してみてはいかがですか。

2016 FIS FREESTYLE SKI

WORLD CUP
TAZAWAKO･AKITA

Supported by TDK

2016 FIS フリースタイルスキー

ワールドカップ秋田たざわ湖大会 

Supported by TDK

舞台は…『黒森山モーグルコース』

公式プログラムは総合案内で

今年もあります！屋台コーナー

たざわ湖スキー場の黒森山モーグルコースは、平均
斜度26度、最大斜度29.5度のハードなコース。選
手はこのコースを30秒ほどで滑り降ります。
コース右側には①無料の観客エリアがあり、ターンのス
ピード感やエアの躍動感を肌で感じることができます。
ジャッジハウス前にはコース全景を見ることができ
る②有料観覧席を設置
する予定です。（有料
観覧席の申込方法は今
後、大会公式ホームペ
ージやfacebookペー
ジ等でご案内します）

昨年好評だった④屋台コ
ーナーが今年も観客の皆
さんの体を温めてくれま
す。観戦していて寒くな
ったら屋台コーナーへぜ
ひ足を運んでください！

①

④

③

②

②

2/27　   モーグル予選 ･ 決勝土

2/6　 モーグル予選 ･ 決勝土

2/28　   デュアルモーグル予選 ･ 決勝日

2/7　  デュアルモーグル予選 ･ 決勝日

全日本スキー連盟A級公認
2016 フリースタイルスキー

秋田・田沢湖モーグル競技会

【お問合せ】
FISフリースタイルスキーワールドカップ
秋田たざわ湖大会　組織委員会事務局

（仙北市教育委員会 スポーツ振興課内）
☎   0187-43-3390　E-mail  akita.tazawako.oc@gmail.com
HP  http://www.akitamogul.com/
facebook  https://www.facebook.com/akitatazawako

大会会場図
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広報せんぼく平成２８年（２０１６） １月１６日号　　学び・ふれあい・心豊かに  生涯学習

生涯学習課　 ☎43-3383
田沢湖公民館 ☎43-1061
角館公民館　 ☎54-1110
西木公民館　 ☎47-3100

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

生
涯
学
習

学
び
・
ふ
れ
あ
い
・
心
豊
か
に

　１２月１４日から「新舞踊教室」が始まりま

した。新人・ベテランが混ざっての教室です

が、今は新人の方を中心に活動しています。皆

さんに馴染みのある歌謡曲や民謡等に合わせて

踊り、今回演目は神野美伽の「男船」に挑戦し、

足の運びや扇の使い方など、一つひとつ覚えて

春まで上手に踊れるよう頑張っています。

　まだ、若干名受け入れられますので興味のあ

る方は、私たちと一緒に冬の運動不足を解消し、

優雅な踊りで、身体を動かして元気になりませ

んか。

新舞踊教室
生涯学習活動紹介

　
生
涯
学
習
課
で
は
仙
北
市
内
を
会
場
に
、

地
域
の
魅
力
発
信
や
継
続
的
な
賑
わ
い
を

創
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
イ
ベ
ン
ト

の
提
案
書
を
公
募
し
て
い
ま
す
。
採
択
さ

れ
た
事
業
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
、

支
援
し
ま
す
。
詳
し
く
は
生
涯
学
習
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼

応
募
資
格
　
芸
術
文
化
活
動
に
意
欲
が
あ

り
、
事
業
の
実
施
が
可
能
な
団
体
等

▼

事
業
実
施
期
間
　
平
成
28
年
３
月
31
日
ま

で
に
行
わ
れ
る
事
業

▼

補
助
金
額
　
補
助
対
象
経
費
に
対
し
て

30
万
円
を
上
限
と
し
、
予
算
の
範
囲
内

で
交
付
し
ま
す
。

▼

補
助
対
象
経
費
　

１
．
会
場
借
上
料
、
会
場
設
備
運
搬
等
に

芸
術
文
化
活
動
イ
ベ
ン
ト
に
補
助

　手先を動かすことの好きな仲間が集うサー

クルです。手編みと紙バンド手芸を各々毎月

２回、角館東地区公民館で行っています。

　マイブランドの作品を家族や友人のプレゼ

ントにと、一心に手を動かしています。自分

のペースで作った作品が完成した時の喜びは

何ものにも変えられません。

　冬期間だけでも参加してみませんか。連絡

お待ちしています。

市内で活動するサークルを紹介します。参加してみたいなど、

活動に興味がある方は生涯学習課までお問い合わせください。

生涯学習
▼

活
動
日
時   

【
ク
ラ
フ
ト
】
毎
月
第
１
・
３
火
曜
日
　
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　
　
　
　
　 

【
手
編
み
】
　
毎
月
第
２
・
４
火
曜
日
　
９
時
30
分
～
11
時
30
分

▼

活
動
場
所   

角
館
東
地
区
公
民
館       

▼

会
員
数   

14
人

が
ん
ば
ろ
う
！
東
北  
せ
ん
ぼ
く
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
事
業
の
提
案
書
を
公
募
し
て
い
ま
す

要
す
る
経
費

２
．
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
等
広
告
宣
伝
に

要
す
る
経
費

３
．
会
場
看
板
等
の
作
成
に
要
す
る
経
費

４
．
講
師
等
へ
の
謝
礼
や
旅
費
、
交
通
費

（
上
限
が
あ
り
ま
す
）

５
．
そ
の
他
事
業
実
施
に
要
す
る
経
費
で

市
長
が
認
め
た
も
の

　
※
備
品
購
入
や
食
糧
費
は
補
助
対
象
外

と
な
り
ま
す
。

▼

応
募
方
法
　
所
定
の
様
式
で
応
募
く
だ
さ

い
。
仙
北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
生
涯
学

習
・
ス
ポ
ー
ツ
」
内
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。

▼

応
募
用
紙
設
置
場
所
　
生
涯
学
習
課
、
田

沢
湖
・
角
館
・
西
木
各
公
民
館

▼

問
合
せ
　
生
涯
学
習
課

  生涯学習  サークル紹介　　

手芸サークル

西木
公民館

　

入
浴
中
の
死
亡
事
故
が
年
々
増

加
し
、
年
間
約
１
万
４
０
０
０
人

の
方
が
亡
く
な
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
大
半
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者

が
占
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
入
浴

中
の
事
故
は
12
月
頃
を
ピ
ー
ク
に

冬
場
に
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

冬
場
に
入
浴
中
の
事
故
が
多
い

の
は
入
浴
に
よ
る
血
圧
の
変
動

の
大
き
い
こ
と
が
関
係
し
て
い
ま

す
。
入
浴
す
る
た
め
の
一
連
の
動

作
の
中
で
急
に
寒
く
な
っ
た
り
暖

か
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
血

圧
の
変
動
が
大
き
く
な
り
突
然
死

に
至
る
の
で
す
。

　

暖
か
い
部
屋
か
ら
、
寒
い
脱
衣

所
で
服
を
脱
ぎ
、
さ
ら
に
寒
い
浴

冬期間のお風呂仙北市保健課 ☎55-1112問合せ

健康ワンポイント 注意に

ついて

室
で
冷
え
冷
え
し
な
が

ら
体
を
洗
う
と
こ
ろ
を

想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
こ

の
時
、
寒
さ
に
よ
る
刺
激
で
血
管

は
縮
ま
り
、
血
圧
は
ど
ん
ど
ん
上

が
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
後
、
浴

槽
に
浸
か
る
と
、
い
っ
た
ん
血
圧

が
ピ
ー
ク
に
達
し
た
後
、
今
度
は

体
が
温
め
ら
れ
る
の
で
血
管
が
広

が
り
血
圧
は
急
降
下
し
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
血
圧
が
急
上
昇
す
る
と

脳
出
血
な
ど
、
血
圧
が
急
降
下
す

る
と
逆
に
血
液
の
流
れ
が
滞
り
、

心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
に
な
る
恐
れ

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

注
意
し
な
が
ら
、
安
全
に
お
風

呂
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

安全にお風呂に入るための

／  ポイント ／

次のような時は入らないことを

おすすめします。

脱衣所、浴室をストーブで暖める等

し、温度差に注意をしましょう。

入浴前後には十分に水分補給をしま

しょう。

かけ湯をし、お湯に体を慣らしてか

ら浴槽に入りましょう。

立ちくらみには注意

し、ゆっくり浴槽か

らあがりましょう。

体調が悪い時、お酒を飲んだ直後、

食直後、内服直後、早朝 など【 】

2
3
4
5

1

　

新
角
館
総
合
病
院
の
建
設
工
事
が
進
む
。
事

業
着
手
に
際
し
、
議
会
は
特
別
委
員
会
を
設
置

の
上
、
市
が
提
案
し
た
４
候
補
地
か
ら
現
地
を

選
定
し
、
在
る
べ
き
病
院
機
能
や
経
営
予
測
を

議
論
い
た
だ
い
た
。
そ
の
前
提
に
「
病
院
づ
く

り
は
ま
ち
づ
く
り
」
と
の
思
い
が
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
同
病
院
は
、
仙
北
市
民
は
も
ち
ろ

ん
、
隣
接
す
る
大
仙
市
や
美
郷
町
か
ら
も
患
者

を
受
け
入
れ
、
そ
の
役
割
を
果
た
そ
う
と
努
力

し
て
き
た
。
し
か
し
一
部
の
医
療
従
事
者
に
誠

意
の
欠
け
た
患
者
対
応
が
あ
り
、
評
判
を
落
と

し
て
い
る
。
丁
寧
な
対
応
に
努
力
す
る
大
多
数

の
職
員
に
と
っ
て
は
、
涙
が
出
る
ほ
ど
残
念
な

現
状
だ
。
こ
れ
ま
で
幾
度
も
対
策
を
講
じ
た
が
、

や
っ
と
今
月
、
本
格
的
な
接
遇
改
善
組
織
が
立

ち
上
が
る
。
さ
ら
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
取
得
も
検
討
す

る
。
接
遇
は
経
営
に
直
結
す
る
重
要
な
要
素
だ

と
肝
に
銘
じ
、
新
病
院
建
設
を
機
に
抜
本
的
な

改
革
を
行
う
。

　

ま
た
同
病
院
は
、
地
域
医
療
の
拠
点
と
な
ら

な
け
れ
ば
新
築
移
転
の
意
味
が
な
い
。
田
沢
湖

病
院
や
各
診
療
所
・
民
間
医
療
機
関
と
濃
密
な

信
頼
関
係
を
構
築
し
、
在
宅
医
療
等
の
サ
ポ
ー

ト
や
地
域
包
括
ケ
ア
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
役
を

担
っ
て
欲
し
い
。
こ
れ
ら
を
実
現
で
き
て
、
初

め
て
「
私
た
ち
の
病
院
」
は
完
成
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
の
分
庁
舎
方
式
を
解

消
す
る
市
役
所
の
統
合
庁
舎
は
、
議
論
が
最

終
局
面
に
入
っ
て
い
る
。
庁
舎
の
所
在
地
を
変

更
す
る
場
合
は
議
会
の
３
分
の
２
以
上
の
賛
成

が
必
要
で
、
通
常
議
案
（
過
半
数
）
よ
り
更
に

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
地
方
自
治
法
上
そ
れ
だ
け

重
要
な
判
断
と
位
置
づ
け
る
案
件
だ
。
こ
の
広

報
が
出
る
頃
に
は
、
議
会
の
特
別
委
員
会
内
で

方
向
性
が
定
ま
っ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
と
向
上
、
経
費
や
利
便
性
、

市
民
の
地
域
感
情
な
ど
、
考
慮
す
べ
き
点
が
多

い
難
題
だ
が
、
議
会
と
し
っ
か
り
連
携
し
て
在

る
べ
き
姿
に
結
論
を
出
し
た
い
。

　

事
故
が
起
き
た
温
泉
対
策
は
、
有
害
ガ
ス
を

多
量
に
含
ん
だ
源
泉
か
ら
、
新
た
な
源
泉
に
切

り
替
え
る
工
事
を
間
も
な
く
発
注
す
る
。
訪
れ

た
い
温
泉
で
全
国
２
位
の
温
泉
郷
で
、
最
も
重

要
な
安
全
対
策
が
一
気
に
加
速
す
る
。
十
数
年

間
続
い
た
湯
量
と
湯
温
の
安
定
確
保
対
策
が
実

現
す
る
日
は
近
い
。

　

暦
の
上
で
は
も
う
す
ぐ
春
だ
。
ま
だ
ま
だ
懸

案
は
あ
る
け
れ
ど
、
合
併
11
年
目
を
迎
え
た
仙

北
市
に
も
、
必
ず
春
が
く
る
。

仙
北
市
長　

門
脇　

光
浩

『
春
が
く
る
①
』

No.93

まちづくり
日記
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おしらせナビ
OSHIRASE NAVI

相
談

募
集
募
集

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー
・
教
室
等

もしものために逃げ道を
確保しましょう！
　屋根からの落雪により、家の周りに雪

が積もる時期です。もしものために避難

口（逃げ道）を確保しましょう。玄関付

近から火災が発生した場合を考えて、玄

関以外からも避難（二方向避難）できる

ようにしてください。

◎玄関以外にも勝手口や裏口周辺の雪を

寄せましょう。

◎勝手口がない場合は、寝室や居間の窓

周辺の雪を寄せましょう。

◎雪囲いのうち、１か所は簡単に取り壊

せるようにしましょう。

◎避難の支障とならないように、廊下や

寝室を整理しましょう。

暖房機器の使用方法など、日頃から火の

取り扱いには十分注意してください。

【問合せ】角館消防署 ☎54-2302

OSHIRASE NAVIお知らせ

平成２７年分の確定申告と
納税はお早めに
　大曲税務署では、次の日程で確定申告

書作成会場を開設します。なお、開設期

間前は、申告書作成会場を設置していま

せん。また、申告書作成会場は大変混雑

し、長時間お待ちいただく場合がありま

す。国税庁ホームページの「確定申告書

等作成コーナー」を利用した、ご自宅で

の申告書作成をぜひお試しください（「給

与・年金画面」が新設され、更に便利に

なりました）。

【開設期間】2 月 16 日 火 ～ 3 月 15 日 火 

（土・日・祝日を除く）

【開設時間】9:00～17:00

【場所】大曲税務署 2 階会議室（大仙市大

曲上栄町 9-4）　※会場に駐車場はあり

ますが、期間中は混雑が予想されますの

で、公共交通機関等をご利用ください。

【問合せ】大曲税務署 ☎0187-62-2191

OSHIRASE NAVIお知らせ

おしらせナビ OSHIRASE NAVI

相
談
相
談

募
集

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー
・
教
室
等

セ
ミ
ナ
ー
・
教
室
等

雪像作りボランティア
大募集
　田沢湖高原雪まつり（2 月 20 日・21 日）では、

雪像作りのボランティア募集しています。会場を

飾る雪像作りにチャレンジしてみませんか？ 初

めての方でも OK！ 冬を楽しみましょう。

【雪像製作期間】1 月 27 日 水 ～ 2 月 19 日 金 予定　

　※都合に合わせて参加 OK です。まずはお気軽にご連絡ください！

【申込・問合せ】田沢湖高原雪まつり実行委員会事務局担当 小松（田沢湖観光協会） 

　☎58-0063

OSHIRASE NAVI募　集

仙北地域振興局
「元気なふるさと秋田づ

くり」顕彰事業
　地域固有の様々な課題の解決に向けて、

自立的・主体的な活動に取り組み、他の

模範となっている団体・個人を募集して

います。応募いただいた中から選考のう

え受賞者を決定し、表彰します。

【募集期限】1 月 29 日 金

【表彰対象】大仙市、仙北市および美郷

町にある個人・団体で次の要件を満た

すもの  ①地域のための活動に継続的

に取り組んでいること  ②その活動が、

今後も地域で広がることが見込まれ、

他の模範となっていること

【応募方法】表彰を受けようとする団体・

個人（他薦も可）は、推薦調書を仙北

地域振興局に提出してください。

【問合せ】秋田県仙北地域振興局 地域企

画課企画振興班 ☎0187-63-5114

OSHIRASE NAVI募　集

第７回秋田仙北屋冬がっこグランプリ
出品作品募集

【募集期間】1 月 18 日 月 ～ 2 月 5 日 金 

【応募資格】仙北市に在住の方が対象です。

【募集作品】仙北市産の素材を活用した漬

物全般

【応募方法】今回折り込みのチラシをご覧

いただき、チラシ裏面（応募申込書）で

　お申込みください。

《第７回秋田仙北屋冬がっこグランプリ》
【日時】2 月 16 日 火 13:00 ～ 15:30

【場所】ワンダーモール催事場

【内容】「特別審査員」と「一般審査員」

により優秀作品 5 品を決定します。優

秀作品には、表彰式で賞状等が授与さ

れます。

【問合せ】仙北市商工会 田沢湖支所

　☎43-0372

OSHIRASE NAVI募　集

２月開催予定の
スキルアップセミナー

【期日】①規矩術講習《2 月 3 日 水 ・4

日 木 》 ②車体塗装基礎講習《2 月 4 日 

木 ・5 日 金 》 ③イチから学ぶイラスト

レーターとフォトショップ講習《2 月

8 日 月 ・9 日 火 》 ④木造建築物の組立

て等作業主任者技術講習《2 月 18 日 

木 ・19 日 金 （締切 1 月 29 日 金）》

【時間】9:00～16:00（④は17:00 まで）

【場所】大曲技術専門校

【受講資格】現在お勤めしている方

【受講料】無料（テキスト代は別途）

【定員】各 10 人

【申込・問合せ】大曲技術専門校 民間訓

練支援室  ☎0187-62-6321

OSHIRASE NAVIセミナー・教室等

ローソンで「雪下ろし安全対策用具」を貸出します
　秋田県とローソンが協働し、次のとおり、雪下ろしの安全対策用具を無償で貸出

していますので、事故等に注意して、ご活用ください。

【貸出店舗】
　 ▼ローソン西木西明寺店（西木町上荒井字新屋 3-1） 

　 ▼ローソン田沢湖造道店（田沢湖生保内町田 154-4）

【貸出時期】3 月 13 日 日 まで　　【貸出期間】最長１週間

【貸出用具】ヘルメット、メインロープ、アンカーロープ（2 本）、カラビナ（2 個）、

安全帯等

【問合せ】秋田県地域活力創造課 ☎018-860-1238

※なお、市役所総合防災課（田沢湖庁舎）でも「雪下ろし安全対策用具」の貸出を

します。貸出時期、貸出期間、貸出用具は県と同じです。（問合せ：仙北市総合防

災課 ☎43-1115）

OSHIRASE NAVIお知らせ

おはなし会『うさぎのみみ』
　仙北市総合情報セン

ター・学習資料館では、

月に 1 度、おはなしボ

ランティア『うさ

ぎのみみ』の皆さ

んによるおはな

し会を開催して

います。お子様と

一緒にぜひお越し

ください。

【日時】2 月 6 日 土 10:00 ～ 11:00

【場所】仙北市総合情報センター・学習資

料館　おはなしコーナー

【内容】 ▼エプロンシアター「金のがちょ

う」 ▼「クイズ大会」をします。プレ

ゼントもありますよ♪ ▼楽しい「えほ

ん」と「かみしばい」を準備して待っ

てます♪ ▼最後にみんなで「おりがみ」

で遊びましょう♪

【問合せ】学習資料館　☎43-3333

OSHIRASE NAVIイベント

仙北市総合情報センター主催
第５回パソコン講座

【講座名・対象・日時】

　 ▼パソコン基本（4 日間：マウス ･ キー

ボード操作、文字入力、インターネット、

電子メールなど）　《対象》初心者

　《日時》2 月 3 日 水 ・4 日 木 ・17 日 

水 ・18 日 木  13:00 ～ 16:00

　 ▼ワード基本（２日間：文章等作成）　

《対象》パソコン基本操作をおおよそ習

得している方　《日時》2 月 24 日 水 ・

25 日 木  13:00 ～ 16:00

【場所】仙北市総合情報センター 研修室

（角館町田町上丁 23）

【定員】各 30 人

【申込・問合せ】仙北市総合情報センター

（土 ･ 日 ･ 祝日を除く）  ☎43-3339

※テキストについては、学研の『わかる

パソコン入門　Windows7』（1,200

円）を書店（ブックイン 105 など）

で購入し持参願います。

OSHIRASE NAVIセミナー・教室等

無料法律相談
　市では、法律問題でお

困りの方が、お気軽に法

律の専門家（＝弁護士）

に相談できるよう、秋田

弁護士会のご協力をいた

だき、次のとおり無料法

律相談を開催します。

【日時】1 月 27 日 水 13:30 ～

【場所】角館交流センター 第 2 研修室

【相談員】草薙秀樹弁護士

【相談内容】◎一般法律相談（法律問題全

般のご相談） ◎サラ金・クレジットな

ど多重債務のご相談 ◎中小企業・個人

事業に関するご相談 ◎高齢者・障がい

者に関するご相談 ◎交通事故に関する

ご相談 ◎子どもに関するご相談

【申込方法】総務課総務係に電話で予約し

てください。

【予約受付時間】平日 9:00 ～ 17:00

【相談時間等】1 日先着 5 人。1 人 30 分

以内。（① 13:30 ～ 14:00  ② 14:05

～ 14:35  ③ 14:40 ～ 15:10  ④

15:15 ～ 15:45  ⑤ 15:50 ～ 16:20）

【その他】相談がスムーズに進むよう、あ

らかじめ話の内容をまとめてきてくだ

さい。相談に必要と思われる資料があ

りましたらお持ちください。

【問合せ】仙北市総務課  ☎43-1111

OSHIRASE NAVI相　談 OSHIRASE NAVIイベント

2月9日 [火] ～21日 [日]

角館町平福記念美術館会場

時間 9:00～16:30（入場は16:00 まで）

※ 15日[月] は休館日

第
５
回

● 展示作品／絵画、書、写真、工芸、手芸、俳句、短歌等

● 入 館 料／150円（仙北市民、中学生以下の方、出品者は無料）

● 問 合 せ／仙北市総合美術展実行委員会
                 （仙北市教育委員会生涯学習課内）☎ 43-3383
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１６ 土
●おはなし玉手箱（田沢湖図書館 10:00 ～） 1/1･P17 

●切り絵教室（田沢湖総合開発センター 13:00 ～ 15:00） 12/1･P22 

１７ 日

１８ 月 ●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（社会福祉協議会西木支所 10:00 ～ 12:00） 1/1･P23

１９ 火

２０ 水

●こころの相談（田沢湖健康増進センター） 1/1･P20

●えくぼの会（角館交流センター 10:00 ～ 14:00） 1/1･P20 

●行政相談所開設日（田沢湖総合開発センター 13:00 ～ 16:00） 1/1･P23

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖総合開発センター 13:00 ～ 16:00） 1/1･P23

●エコクラフトのかご作り【初級】（西木公民館 10:00 ～ 12:00） 12/16･P14

●第4 回パソコン講座（総合情報センター13:00 ～16:00） 12/16･P16

２１ 木

●手作り教室（田沢湖図書館 10:00 ～） 1/1･P17 

●わくわく広場（さくラッコ 10:30 ～ 11:30） 1/1･P19 

●行政相談所開設日（角館交流センター 13:00 ～ 16:00） 1/1･P23

●第4 回パソコン講座（総合情報センター13:00 ～16:00） 12/16･P16

●リズムダンス教室（西木公民館 10:00 ～ 11:30） 12/1･P22 

●ソープカービング講座（西木公民館 9:30 ～ 11:30） 11/16･P14 

２２ 金

●大曲養護学校せんぼく分教室感謝の会・冬まつり（大曲養護学校せんぼく分教室 9:50

～ 12:10） 1/1･P22

●行政相談所開設日（桧木内地区公民館 13:00 ～ 16:00） 1/1･P23

●エコクラフトのかご作り【初級】（西木公民館 10:00 ～ 12:00） 12/16･P14

●軽油（農業用）免税証交付申請集合受付（角館交流センター 10:00 ～ 11:30、

13:00 ～ 15:30） 12/1･P28

●んみゃもの料理教室（神代就業改善センター 10:00 ～ 13:00） 11/16･P9 

●円熟体操 in 仙北（田沢湖デイサービスセンター 10:30 ～ 12:00、西木林業者等健

康増進施設（クリオン隣体育館）13:30 ～ 15:00） 10/16･P20

２３ 土 ●衣類のリメイク教室（西木公民館 13:30 ～ 16:00） 11/16･P9 

２４ 日

２５ 月 ●新舞踊教室（西木公民館 13:00 ～ 15:00） 11/16･P9 

２６ 火 ●こころの相談（角館交流センター） 1/1･P20

２７ 水
●無料法律相談（角館交流センター 13:30 ～） P14

●エコクラフトのかご作り【中級】（西木公民館 10:00 ～ 12:00） 12/16･P14

●第4 回パソコン講座（総合情報センター13:00 ～16:00） 12/16･P16

２８ 木

●すくすく成長記録Day（さくラッコ 10:30 ～ 11:30） 1/1･P19 

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（社会福祉協議会角館支所 13:00 ～ 16:00） 1/1･P23

●第4 回パソコン講座（総合情報センター13:00 ～16:00） 12/16･P16

●リズムダンス教室（西木公民館 10:00 ～ 11:30） 12/1･P22 

２９ 金
●夜間納税窓口開設日（市役所田沢湖・角館・西木庁舎 17:15 ～ 19:00） P8

●エコクラフトのかご作り【中級】（西木公民館 10:00 ～ 12:00） 12/16･P14

３０ 土 ●コミュニケーションアップセミナー（わらび座 15:30 ～ 18:30） 12/16･P6

３１ 日 ●献血（ワンダーモール 10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00） P9
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仙北市消防出初式

旬な情報チャンネル

市県民税の申告は3月15日まで

市役所からのお知らせ

2016 FIS フリースタイルスキー
ワールドカップ秋田たざわ湖大会

小規模修繕等契約希望者の新規登録
と登録更新受付を行います

学び・ふれあい・心豊かに 生涯学習

まちづくり日記／健康ワンポイント

おしらせナビ
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広報担当者の

SR　年末年始はテレビを見て大
笑いしながら過ごしていました。
31日も夜遅くまでお笑い番組で
大笑いし、寝不足状態で1日朝、
テレビをつけると出演している
のがお笑い芸人たち。漫才され
ると笑ってしまいます。体調が
良ければ爆笑ですが、前日の笑
い疲れと寝起きでぐったりボー
然。虚ろな目で口角も上がらず
気力のない「フフフ…」。気味の
悪い表情から新年スタートです。
　
TK　新春恒例の書き初め大会を
取材しました。参加者1人ひと
りが半紙に向かって黙々と筆を
運ぶ姿にこちらも身が引き締ま
る思いがしました。対照的に力
強い筆運びで魅了したのは角館
高校書道部のパフォーマンス。
短時間で作品を書き上げていく
姿は圧巻でした。半紙と広報紙
の違いはありますが、同じく何
かを表現する立場の者として刺
激を受けた取材でした。結果な
どについては次号でお伝えしま
すのでお楽しみに。

MT　日頃、市民の命や財産を守
る活動に携わる消防団の皆さん
が一堂に会した消防出初式。分
列行進から式典までビシッと身
を引き締めた姿が印象的でした。
今年は暖冬のせいか、例年に比
べ雪も少なく、気温が高い日が
続いてます。除雪作業などを考
えるとうれしいですが、そのし
わ寄せが来ないか心配でもあり
ます。今年１年災害なく、そし
て大過なく過ごせますように。


